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「スーパーSINET」は国立情報学研が運用する超高光回線網であり、宇宙科学など５分野の実験に供されている。

リアルタイム VLBI（最近では e-VLBI）実験もこの実験テーマに採択され、国立天文台が中心となって、日本各地

の電波望遠鏡との接続を進めている。 

岐阜大学 11m 電波望遠鏡では、昨年 10 月、核融合科学研究所（岐阜県土岐市）を経由して「スーパーSINET」

網に接続することができ、一足早くスーパーSINET に接続されている国土地理院つくば 32m 鏡との間で測地 VLBI

実験を開始した。 

光回線のテストの後、国立天文台で開発された光伝送装置と相関器、通信総合研究所で開発されたギガビット

サンプラーを岐阜大に設置し、11 月 23 日には国土地理院・つくば 32m 鏡との間で、2Gbps の e-VLBI 初フリンジを

検出することができた。 

測地 VLBI では電離層による電波遅延の補正を行うため、S/X の 2 周波同時観測を行うことが必要である。光回

線の双方向伝送を活かし、三鷹と岐阜大に設置した相関器を用いて分散相関処理を行うことができれば、これが可

能となる。そこで分散相関処理の準備を進め、本年 2月の国内測地 VLBI 観測（JD0402）では三鷹相関器で Sバン

ド、岐阜大相関器で X バンドの処理を行うことに成功した。この実験では４Gbps のデータ伝送・リアルタイム処

理を行っていることになり、国内 e-VLBI 最高速度でもある。 

 

本講演では、これまでのテスト観測の結果、および今後の測地 e-VLBI の観測計画について報告を行う。なお、

岐阜大学と核融合科学研究所間の接続には、岐阜県の「岐阜情報スーパーハイウェイ」の光ファイバーを利用させ

ていただいています。ここに感謝いたします。 

 


